
増加する老朽化橋梁の長寿命化に向けて
〈職員による橋梁パトロールを実施〉 多治見砂防国道事務所

１．パトロール期間
　　　平成２２年１１月８日～１２月２４日

２．パトロール対象橋梁
　　　国道１９号４１橋、２１号１１橋　合計５２橋

３．概　　　要
　 限られた予算の中で 効率的に橋梁を維持するために、損傷が大きくなる前に予防的な対策を行い橋梁の
寿命を延ばす(長寿命化）必要があります。そのため、平成２１年度から橋梁定期点検を補完するために、橋梁
パトロールを実施しています。昨年度実施した橋梁パトロールでは、重大な損傷になる前の軽微な損傷を発見
し、早期に補修することが出来ました。今年度も引き続き、建設後４０年以上経過した橋梁を対象として、職員
が橋梁パトロールを実施しました。
　　なお、今回の対象橋梁５２橋につきましては、特に重大な損傷は認められませんでした。来年度も、老朽化
する橋梁の延命化に向け橋梁パトロールを実施し、道路利用者の皆様に安全で安心して利用いただける道路
管理につとめて参ります。

橋台のｸﾗｯｸ箇所の叩き点検

　

昨年点検した資料と比較支承部の点検

　１０月２７日(水)には、当時開通
前の国道２１号可児御嵩バイパス
「木下大橋」において、当事務所
管内の自治体職員とともに橋梁点
検に関する技術研修会を実施しま
した。
　地域における橋梁の長寿命化
計画に役立ててもらうためで、机
上と現地において研修を開催しま
した。
　今後とも地元自治体の方々とと
もに地域道路網の安全性・信頼性
の確保につとめて参ります。

橋桁端部の状況を点検
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